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次期大会のご案内

次期大会について

第68回日本神経化学会大会は、2025年9月11日（木）・12日（金）・13日（土）の3日間にわたり、愛知県
名古屋市にて開催させて頂きます。
第68回の大会のテーマは、「まるっと神経化学！」です。「まるっと」という言葉は今では全国的に用い
られていますが、もともとは東海地方の「まるごと」を意味する方言です。近年、他学会と合同での開催
やオンライン開催が続いておりましたが、8年ぶりに日本神経化学会が単独で現地開催する大会となりま
す。そのため、「大会まるごと神経化学」、つまり、大会全体が日本神経化学会のプログラムとなり、神経
化学のあらゆる分野の研究成果の発表や学会独自の企画を存分に楽しんでいただくことができます。ま
た、「参加者まるごと神経化学」、つまり、学生からシニアまで全ての参加者層が活躍し、交流できる大
会を実現します。さらに、一人でご参加いただく方や、初めて学会に参加される方にも楽しんでいただ
ける企画を準備しています。参加した全ての方が満足感を得られ、神経化学を研究する意義や楽しさを
再認識できる大会を目指したいと考えています。
現在、大会実行委員長の金子奈穂子先生、プログラム委員長の和氣弘明先生をはじめ、大会組織の皆
様とともに、鋭意準備を進めております。ニューロン新生の研究分野を牽引する UCSFの Arturo Alvarez-

Buylla先生や、神経化学における極めて重要な分子を発見したレジェンドである竹市雅俊先生と御子柴克
彦先生など、著名な先生方をお招きしました。その他、特別講演、日本再生医療学会とのジョイントシ
ンポジウム、フラッグシッププロジェクトシンポジウム「リバーストランスレーショナルリサーチ」、テ
クニカルワークショップ、優秀賞受賞者による企画シンポジウム、公募シンポジウム、若手道場、研究
室紹介、ミニ口演、若手研究者育成セミナーなど、充実したプログラムを準備しております。
演題募集、参加登録などの詳細については、大会のウェブサイトをご確認下さい。
会場の「ウインクあいち」は、JR名古屋駅から徒歩5分という大変便利な場所にあり、周辺には、なご

やめしやショッピングなどをお楽しみいただける場所も多数ございます。
皆様方のご指導ご鞭撻そしてご協力をお願い申し上げます。全国からの多くの皆様方のご発表ご参加
を、名古屋でお待ちしております。

 第68回日本神経化学会大会長
 澤本　和延
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